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【はじめに】  頭部挙上訓練は舌骨上筋群を鍛え喉頭挙上を改善することで，食道入口部
の開大を図る訓練法として広く用いられている．しかし，胸鎖乳突筋の筋活動が高く，早
期に筋疲労を起こすことから施行困難な症例が多い．そのため頭部挙上訓練に代わり舌骨
上筋群を効果的に鍛えることができ，胸鎖乳突筋の筋疲労が少ない訓練が必要と考えられ
る． 
近年，舌挙上運動が喉頭挙上の改善を目指した訓練として適用される可能性が報告され
ている．健常若年者における舌挙上運動時の舌骨上筋群の筋活動は，頭部挙上時の筋活動
より有意に高いと報告されているが，健常高齢者では明らかになっていない．また，訓練
の負荷に影響する舌骨下筋群，胸鎖乳突筋の筋活動についても明らかになっていない．嚥
下障害は高齢者で起こることが多く，嚥下訓練の対象となる患者は高齢者が多い．そこで，
本研究では健常高齢者を対象に舌挙上運動時の舌骨上筋群，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋の筋
活動を明らかにすることを目的に研究を行う．  
【方法】 対象は健常若年者 15 名 (27.1 ± 2.6 歳)，健常高齢者 15 名 (76.9 ± 3.9 歳) 
とした．適格基準は，身体および神経学的に問題を有さない，口腔内に機能的，器質的な
問題を有さない，摂食嚥下機能に異常を認めない者とした．測定課題は，舌挙上運動  (100 %，
80 %，60 %，40 %，20 %の 5 段階)，頭部挙上，メンデルソーンを行った．測定装置は，JMS
舌圧測定器® (ジェイ エム エス社製)，表面筋電図 MEG-6116® (日本光電社製)を使用した．
筋電図は，舌骨上筋群，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋の 3 ヶ所で電位変化を記録した．統計解
析は，各被験筋群において年齢群と測定課題を要因とした混合要因による二要因の分散分
析を行い，多重比較検定としてボンフェローニの補正を行った．頭部挙上時の舌骨上筋群
の筋活動と同程度の筋活動が得られる舌挙上運動の舌圧の強度を予測するため，線形単回
帰分析を行った．  
【結果】 健常高齢者 3 名が適格基準を満たさず，健常若年者 15 名，健常高齢者 12 名を
対象に解析を行った．健常高齢群における舌骨上筋群の筋活動は，舌挙上運動 100 %が頭
部挙上より有意に高かった．健常高齢群における舌骨下筋群の筋活動は，舌挙上運動 100 %
が頭部挙上より有意に低かった．健常高齢群における胸鎖乳突筋の筋活動は，舌挙上運動
100 %が頭部挙上より有意に低かった．健常高齢群において，舌挙上運動 49 %の強度で頭
部挙上時の舌骨上筋群の筋活動と同程度の舌骨上筋群の筋活動が得られた．  
【考察】 本研究より健常高齢群における舌挙上運動 100 %時の舌骨上筋群の筋活動は，
頭部挙上時の筋活動より有意に高く，舌挙上運動 49 %の強度で頭部挙上時の舌骨上筋群の
筋活動と同程度の舌骨上筋群の筋活動が得られた．また，舌挙上運動 100 %時の舌骨下筋
群，胸鎖乳突筋の筋活動は，頭部挙上時の筋活動より有意に低かった．以上より，舌挙上
運動は，頭部挙上より負荷が軽く，より継続的に舌骨上筋群を鍛える訓練として有用であ
り，高齢者に実施しやすい課題である可能性が示唆された．  
【結論】 舌挙上運動は，健常高齢者においても舌骨上筋群をより効果的に活動させるこ
とができ，喉頭挙上の改善を目指した訓練として適用される可能性が示唆された．その際，
舌挙上運動 50 %の強度で舌骨上筋群の筋活動を動員すれば，舌骨上筋群の筋力強化が得ら
れる可能性が示唆された．  
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